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「まゆとかっぱ」という絵本を読みました。 

山姥の娘まゆが山の河童と相撲をするお話です。 

小さなまゆが大きな体の河童相手に相撲で勝つ場面はたいへん盛り上がり、絵本が終わった後も興奮が冷め

ない様子のうみグループでした。 

そして園庭へ出た時、そうせずにはいられなくなった A くんが友だちを誘って相撲を始めたのです。 

保育士が長縄で土俵を作り、勝負の舞台を整えました。さあ、相撲大会の始まり始まり～！ 

A くんに惹かれて沢山のお友達が集まってきました。 

でも一番やる気に満ち溢れているのは A くんです。 

いろんな友だちと対戦しています。 

A くんはくじらさん(年長)なので、力もあり、 

大体どの試合でも勝つのですが… 

らっこさん(年少)相手には、 

ちゃんと手加減をして負けてくれる素敵なお兄さんなのです！ 

土俵から良い加減で、 

足を出して負けてくれています 

絵本からのきっかけで「やってみたい！」を実現させた A くん。 

その楽しそうな姿に誘われて、いつしかそらグループ対うみグループの勝負にまで発展しました。 

そして、例え勝てる勝負でも手加減をして相手に勝たせてあげる気持ち。A くんなりにらっこさんも楽しめるようにという

配慮を感じたひと場面でした。 

あっという間に終わってしまい「またやろな！」とみんなに声をかけていた姿も印象的でした。 

しばらくお相撲ブームは続きそうです！ 



 
 ねえ、おねえちゃん 

てつだって～ 

いいよ！ 

ちょっとまってね！ 

まだ一人で布団が敷けないらっこさんにお願いされたHちゃん。快く返事をし、自分の布団を敷いてから

お手伝いに向かってくれました。 

わたしが、 

ふとんをしくからね。 

わたしはこっちするから 

そっちのゴムをつけてね。 

できる？ 

そうそう、じょうず！ 

かけてあげるね。 

おやすみ～♡ 

可愛らしい心温まるやり取りですよね！ 

Hちゃんが全部やってしまうのではなく、らっこさんでもできそうなことを提案してくれたり、頑張っている

らっこさんを見守ってくれたり、Hちゃんなりに考えて一緒に布団を敷いてくれた姿が素敵でした。 

らっこさんに「おきたらいっしょにあそぼうね？」と誘われた時も、Hちゃんはそばによって「もちろん、い

いよ」と答えていました。最後まで優しいHちゃんに感動です！ 



 

ヤマモモが食べたい！！ 

5 月の終わり頃、隣の公園にヤマモモの実が

落ち始めました。 

ヤマモモが食べたいSくんですが、衛生上 

落ちているヤマモモは食べられません。 

そこで、どうしても食べたいSくんは、 

必死で考えました。 

ジャンプしてみる？ 

長いスコップを使う？ 

長い棒で叩く？ そして、「わかった！ 

これやったら引っかかって 

ここに入るかもしれへん！」 

と、持ってきたのは虫取り網！ 

いろいろ試してみますが

なかなか届かず… 

1 番良いアイテムを

発見したSくんは、

毎日諦めずに 

ヤマモモ採りに挑戦

しました。 

ついに！ 

ヤマモモをゲット！！ 

S くんの諦めない気持ちと

知恵を絞ったアイディアが

実を結びました☺ 

数日後… 

 

めっちゃおいしい！！ 
ついに手に入れたヤマモモですが、 

食べるだけでは終わらないのがSくんです。 

「食べたい！」の気持ちから「どうすればいい？」に繋がり、「やってみよう！」と実践に移し自力で得た

達成感。そしてその先にも繋がる遊び。遊びの中でも、保育士の「やってみる？」に対して「やりたい！」

の意欲を持って一生懸命に取り組んだり試行錯誤を重ねたりする姿はさすが年長児！ 

これからも、こどもの「やってみよう」の気持ちを大切にしていきたいです。 

ヤマモモの色水で絵を描くのに

最適な水の量を調整中… 
ヤマモモで絞り染めに挑戦！ 

 

 

 


